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* 京都大学学際融合教育研究推進センター・アカデミックデータイノベー
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＊講演・企画
・パネルディスカッション登壇.「2050年のグローバルリーダーを考え
る」,日経こども未来経済フォーラム,2023年5月10日
・登壇.「オープンラボ：話せる教授」,エコーるど京大,2023年6月1日
・司会.女性研究者座談会,審査員.ポスターセッション,NIKKEI STEAM 
SYMPOSIUM,2023年7月19日
・企画.「学問図鑑」ワークショップ,NPO法人寺子屋プロジェクト「Tera 
school」,2023年7月24日
・基調講演.「データ駆動型学際融合研究への誘い」,京都大学アカデミッ
クデータ・イノベーションユニット　第8回京都大学研究データマネジメ
ントワークショップ,2023年8月8日
・パネルディスカッション.「異種格闘技から学ぶ未来の創り方」,STEAM 
Association　東京ベンチャーカフェCIC,2023年8月10日
・講演.「問いの哲学」,ハテナソンONLINE・LIVEセミナー　いま、そして
これからの問いづくり,2023年9月9日
・基調講演.「これからの探究という演題で本来の探求を語る」,茨城県立
水戸第一高等学校　研究力向上セミナー,2023年9月14日
・発表.「専門とは何か」,京都大学アカデミックデイ2023,2023年9月24日
・招待講演.「専門とは何か―学際を切り口に学問を語ってみる―」,名古
屋工業大学　工学教育総合センター　2023年度第3回ＦＤ研究会「リベラ
ルアーツ教育と専門教育」,2023年10月20日
・登壇.「出展者に聞いてみる企画のココが面白い！」,サイエンスアゴラ
2023 前夜祭,2023年11月17日



・登壇.「サイエンスアゴラ2023見どころ紹介」サイエンスアゴラ
2023,2023年11月18日
・講演.「STEAM、STEAM Association、アカデミア、ビジネスの未来につ
いて」,STEAM HANGOUT 感謝祭,VEIL Shibuya,2023年12月14日
・司会.「果たして「学際」は挑戦から日常になったか？ 」,アステイオ
ン連載企画「超えるのではなく辿る、二つの文化」,サントリー文化財団,
2023年12月18日
・パネルディスカッション登壇＆司会.「異分野協創のマインドセット」
,VENTURE CAFE TOKYO,一般社団法人 STEAM Association,2023年12月21日
・講義.「“学び”の学びについて」,東京理科大学 オープンカレッジ 
,2024年1月18日
・学問を語るBar:「問い」こそすべて〜学びの境界領域（際）を探る〜,
理系とーくバー,2024年2月3日
・クラウドファンディング,「分野不問で匿名制の研究ポスター発表大
会、全国9地区で開催す!」,全国キャラバン　3QUESTIONS (国際高等研究
所）,academist,2024年1月29日
・対談.「倫理学の思考法を学ぶ意味」,京都大学ELP4日間集中講座「科学
技術と倫理　ビジネスと倫理」,京都大学ELP,2024年2月9日
・講演.「探求学習とは何か」,第29回FDフォーラム　第11分科会,大学コ
ンソーシアム京都,2024年2月24日
・書評寄稿,マラニー＆レア『リサーチのはじめかた』,學鐙 2024年 03 
月号 ,2024年2月29日
・企画.全国キャラバン3Questions中国地区編,国際高等研究所,2024年3月
3〜6日
・出演.小堀勝啓の新栄トークジャンボリー,CBCラジオ,2024年3月24日

＊記事掲載
・今を問い直すことは、自分を問い直すこと。不確実な世界でも進み続け
るための「問い」とは？ ━ 今を問い直し、新たな未来を創るデザイン 
#5,WORKMILL,2023年4月8日
・なぜ私たちは、耳に心地よい情報に流されやすいのだろう？,WEBメディ
ア遠方見聞録ロングインタビュー記事,2023年5月20
日
・サイエンスアゴラ2023の公式ビジュアルに、Gakkenの『世界が広がる学
問図鑑』の起用が決定,PR TIMES プレリリース記事,2023年6月14日
・日経こども未来経済フォーラムでのパネルディスカッション,日経新聞,
2023年6月22日
・【パネル討論】2050年のグローバルリーダーを考える,日経



BizGate,2023年6月29日
・はじめて出会う学問の世界,PR TIMES,2023年8月15日
・サイエンスアゴラ2023×学問図鑑　コラボ企画の内容が公開！,PR 
TIMES,2023年9月27日
・アカデミアの現場からグローバリズムについて考える「サイエンスアゴ
ラin京都」で白熱トーク,サイエンスポータル,2023年10月17日
・全国9地区で開催！「匿名制」での研究ポスター発表大会「全国 3 
QUESTONS」　3月に広島からスタート,大学ジャーナル　ONLINE,2024年ん2
月7日
・脱タコツボのすすめ＝元村有希子,毎日新聞　東京朝刊　社説,2024年2
月14日
・匿名制の研究発表大会　「問い」磨き合うきっかけに,中國新聞,2024年
2月20日
・学際センターの取り組みが論文にて紹介される,異分野連携・融合研究
の推進と高等教育 : U-goプログラムの実践と効果,新潟大学高等教育研究
　第 11 巻,2024年3月28日


